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１．研究計画の概要 

 本研究の目的は日本が国際競争力を持つ「機能

性化学品」に焦点をあて、日本企業が国際競争力

をもつに至った歴史的経緯や競争優位の源泉につ

いて、企業戦略、製品開発マネジメントの視点か

ら明らかにすることにある。その際、近年、経営

学の分野で発展してきた「アーキテクチャ」の分

析枠組みを用いて産業間比較の視点から考察する

ことが特徴の１つである。 

 

２．研究の進捗状況 
本研究では、製品・産業特性を視野にいれた横

断分析を行うことを狙って、機能性化学品のみな

らず、医薬品等を含めたプロセス産業（製品）、さ

らにはプロセス産業と対極にある組立産業（製品）

の調査も行っている。これまで実施した調査から

得られた主たる事実発見は、以下の２点である。

事実発見（１）：プロセス産業のなかにも組立産業

と同様の「きめ細かい製品開発マネジメント」が

有効な領域がある。それは「要求機能・制約条件

が厳しい」領域である。事実発見（２）：ただし、

プロセス産業の製品は「一塊の物質」として開発・

生産されるため「目標機能に適合した構造・工程

創造が困難」という特徴があり、組立産業とは異

なるマネジメントも要求される。具体的には、「継

続的な用途開発」、プロジェクトの「go or no-go

の判断」などである。 

 これら２つの事実発見を基にして、本研究では

「要求機能・制約条件の厳しさ」「目標機能に適合

した構造・工程創造の困難さ」という 2 軸で表現

した製品開発分析の一般枠組みを構築した。従来、

自動車産業など組立産業を中心に発展してきた製

品開発研究に対して、１）アーキテクチャ論で体

系化された「インテグラル／モジュラー」軸を「要

求機能・制約条件の厳しさ」（横軸）として一般化

して再整理し、また、２）従来ほとんど議論され

てこなかった機能性化学産業を含むプロセス産業

に関しては、「一塊の物質として開発・生産される」

という特徴から導き出される組立産業との違いを

「目標機能に適合した構造・工程創造の困難さ」

（縦軸）として整理した点に特徴がある。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

＜理由＞ 

本研究の特徴の一つである「アーキテクチャ分

析」に関しては、順調に進んでいる。具体的には、

機能性化学産業を含めたプロセス産業の「アーキ

テクチャ」に関しては、従来議論されてきた自動

車などの組立産業で使われてきた「製品アーキテ

クチャ」とは異なる、「工程アーキテクチャ」の枠

組みの開発・精緻化を行うことができた。 

企業・製品レベルの事例分析に関しては、当初

の予定より調査対象幅が広がったことで、やや遅

れ気味ではあるが、概ね順調に進んでいる。 

  

 

４．今後の研究の推進方策 
 本研究の中核である機能性化学産業の製品開発

マネジメントや同産業の経営戦略・競争優位の源

泉をより明確にするために、（１）汎用化学品や医

薬品などの隣接領域との比較、（２）その上位概念

である「プロセス産業」における機能性化学品の

位置づけ、（３）組立産業との比較などを体系的・

包括的に行い、研究全体のまとめを行いたいと考

えている。 
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